
シラバスの基本方針

シラバスとは

シラバスの記載項目

シラバスは大きく科目基本情報と科目詳細情報に分かれており、記入項目及び内容は以下の通りです。

■科目基本情報

科目名 教育課程に位置づけられた科目名

科目コード 科目ごとに一意となるコード

授業時数/週 週当たりの授業時数（コマ数）

年次・学期 授業を実施する学年及び学期

必修/選択区分 必修・選択必修・自由選択の区分

授業形態 主たる授業実施方法（講義・演習・実習・実技の別）

担当教員 授業を担当する全教員名

教員の実務経験 実務経験のある教員等の授業科目に該当するか否かの区分（実務経験の有無）

実務経験職種 実務経験のある教員等が経験した職種のうち授業科目に関連するもの

企業等連携授業 授業実施について企業等との連携授業に該当するか否かの区分

連携企業等 前々項目又は前項に該当する場合の連携先企業等の名称

■科目詳細情報

授業概要 授業科目の概要

到達目標 学修成果として目指す目標

授業方法 授業の具体的実施方法

成績評価方法 成績評価の実施方法と評価内訳、及び評価指標等

授業外における学修 授業時間以外の学修指示

教科書・教材 授業で使用する教科書・教材

参考文献・資料 参考文献や参考資料

履修上の留意点 履修に当たっての留意事項

授業計画 半期(前期・後期)または通期の各週における授業内容

職業実践専門課程

の企業等連携科目

実務家教員による

実践的教育の内容

シラバス作成ガイドライン

2025.1

神戸電子専門学校

各授業科目の詳細な授業計画。一般に、大学の授業名、担当教員名、講義目的、各回ごとの授業内容、

成績評価方法・基準、準備学習等についての具体的な指示、教科書・参考文献、履修条件等が記されて

おり、学生が各授業科目の準備学習等を進めるための基本となるもの。また、学生が講義の履修を決め

る際の資料になるとともに、教員相互の授業内容の調整、学生による授業評価等にも使われる。

（出典：中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて」（答申）2008年12月）

職業実践専門課程における企業等と連携した実習・演習に該当するか否かの区分

実務経験のある教員等による授業科目に該当する場合の具体的教育内容
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各項目の記入方法

各項目については以下の記入方法に従って、学生の目線に立って分かり易く記入してください。

■科目基本情報

科目名

科目コード

授業時数/週

年次・学期

必修/選択区分

授業形態

担当教員

教員の実務経験

実務経験職種

企業等連携授業

連携企業等

教員の実務経験職種（授業科目に関連するもの）について簡潔に記入してください。（ITエンジニ

ア、グラフィックデザイナーなど）実務経験無しの場合は記入不要です。

前項、企業等連携授業に該当する場合で、授業を実施する学科が職業実践専門課程として認定されて

おり、かつ授業開講年度において当該科目が企業等と連携した実習・演習科目として位置付けられて

いるか否かについて、ドロップダウンリストから「該当する」または「該当しない」のどちらかを選

択してください。前項、企業等連携授業に該当しない場合は記入不要です。

前々項または前項で「該当する」とした場合、連携する企業等の名称（職業実践専門課程の場合は別

紙様式４記載の企業等の正式名称）を記入してください。該当しない場合は記入不要です。

授業における企業等との連携（計画、実施、講師招聘、評価など）について、ドロップダウンリスト

から「該当する」または「該当しない」のどちらかを選択してください。

職業実践専門課程

の企業等連携科目

記入不要です。基幹システムに登録されている担当教員名が表示されます。

別紙２頁を参照の上、当該授業科目が実務経験のある教員等による授業科目に該当するか否かについ

て、ドロップダウンリストから選択してください。

以下のいずれかに該当するものを「実務経験のある教員等による授業科目」とします。

・授業を担当する教員が当該授業科目に関連する実務経験を持ち、その実務経験を活かして実践的授

業を実施する場合

・同一の科目を複数のクラスで複数の教員が担当し、すべてのクラスで実務経験のある教員が各々の

実務経験を活かして授業を実施する場合（各クラスの担当教員は異なっても良い）

・開講年度において、職業実践専門課程における「企業等と連携した実習・演習科目」として位置付

けられており、主として企業等の役職員が直接授業を担当している場合

記入不要です。基幹システムに登録されている科目名が表示されます。

記入不要です。基幹システムに登録されている科目コードが表示されます。

記入不要です。基幹システムに登録されている授業時数が表示されます。

記入不要です。基幹システムに登録されている年次・学期が表示されます。

記入不要です。基幹システムに登録されている必修/選択区分が表示されます。

別紙１頁を参照の上、主たる授業実施方法をドロップダウンリストから選択してください。
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■科目詳細情報

授業概要

到達目標

授業方法

実践的教育の内容

成績評価方法

授業外における学修

教科書・教材

参考文献・資料

履修上の留意点

授業計画

授業の参考文献や参考資料があれば記入し、特になければ「特になし」と記入してください。

授業計画の授業週数は、半期(前期及び後期)17週、通期(年間)34週となっていますので、各週の授

業計画について２行（各行40文字以内）で記入してください。

１行目は各週の授業テーマ（単元）を簡潔に、２行目はその内容を記入してください。

同一テーマ（単元）の授業が複数週連続して実施される場合は、○○○(1)、○○○(2)のように末尾

に番号を付記し、２行目の内容はその週に扱うキーワード等を用いて違いが分かるように記入してく

ださい。

履修に当たっての留意点（履修の前提条件、質問事項への対応方法、その他）について記入してくだ

さい。特になければ「特になし」と記入してください。

別紙３頁を参照の上、成績評価方法と配点割合について、合計が100%となるように記入してくださ

い。評価に用いない（配点割合が0％）評価方法は「0」を記入してください。筆記試験以外の評価

方法（実技試験・課題評価・平常評価のいずれか）が含まれる場合は、評価の客観的な指標について

も分かり易く記入してください。

また、授業に出席するのは当然のことであり成績評価の前提です。「出席点○点」のように出席回数

(率)のみを評価点の一部として加点することは避けてください。

なお、ルーブリックを作成している場合はその旨を記入し、別途学生に提示してください。

＜30文字～80文字（句読点含む、英数字は半角）＞

予習・復習、その他授業時間以外の自己学修や活動について、必要な時間の目安やその内容について

記入してください。特にない場合は「特になし」としてください。

＜80文字以内（句読点含む、英数字は半角）＞

授業で使用する教科書・教材等について記入し、使用しない場合は「なし」と記入してください。

授業の概要について記入してください。学生便覧及び職業実践専門課程の別紙様式４（認定学科の場

合）と同一の内容にしてください。

＜80文字～120文字（句読点含む、英数字は半角）＞

当該授業科目の到達目標を、履修することによる学修成果として「何が出来るようになるか」の視点

で到達目標を記入してください。当該授業科目のディプロマポリシーとして、履修認定に係るもので

す。分かり易く箇条書きで一つ以上記入してください。

＜80文字～120文字（句読点含む、英数字は半角）＞

講義、視聴、見学、実習、演習、研究、討議、発表、グループ学習、反転授業、フィールドワーク、

レポート、その他の方法をどのように組み合わせて授業を展開するかについて記入してください。

＜30文字～80文字（句読点含む、英数字は半角）＞

科目基本情報「教員の実務経験」において「有：実務経験のある教員等による授業科目」を選択した

場合は、どのような実務経験を持つ教員が、実務経験を活かしてどのような実践的教育を行っている

か、あるいは企業等とどのように連携して実践的教育を行っているかについて、その内容を具体的に

記入してください。「実務経験のある教員等による授業科目」に該当しない場合は記入不要です。

＜80文字～120文字（句読点含む、英数字は半角）＞
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シラバス記入例
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